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本号の特集は“糖尿病網膜症”だ。糖尿病に対する
新しい治療薬が開発されてから劇的に血糖コントロー
ルがよくなり，現在，糖尿病治療への取り組みが大き
く変化してきている。実際に 10 年前に比べると格段
に血糖コントロールが良い患者さんが多いことに気づ
く。インクレチンなど血糖を顕著に下げる薬の普及と
ともに，DPP-4 阻害剤によって糖を尿中に放出させて
血糖を低く保つ治療が大きく状況を変化させている。
本特集にあるような眼科的なアプローチが進歩したこ
とに加えて糖尿病自体のコントロールがよくなること
により，さらに糖尿病による失明が防げるようになる
と期待される。

また，最近注目されている薬剤に“メトホルミン”
がある。古くからある血糖コントロール薬だが，なぜ
か昔からメトホルミンを摂取している患者に糖尿病性
合併症が少ないことが知られていた。また，糖尿病患
者は平均して 10 年寿命が短いといわれていたが，メ
トホルミン摂取群ではその差が少ないことが有名で
あった。実は，アンチエイジング医学の世界ではメト
ホルミンは糖尿病薬というよりは“アンチエイジング
薬”として脚光を浴びている。副作用が少ないことか

ら 2 年前より FDA の認可を得て，加齢を遅くする薬
剤としてのメトホルミンの臨床研究が始まった。プラ
セボ群との比較で，1）心血管障害，2）認知症，3）がん，
の発症率を検証し，優位性が示されたらアンチエイジ
ング薬として承認もあり得るという画期的な研究だ

（https：//clinicaltrials.gov/ct2/show/NCT02432287）。
研究を主導する Nir Barzilai 教授によれば順調に進ん
でいるとのことである。

また，もうひとつの流れも注目だ。これは“生活習
慣病は生活習慣で治す”という概念の提唱である。従
来までⅡ型糖尿病のような生活習慣病に対しても第一
選択は“薬”であった。ところがこれでは副作用も多
く健康寿命も延びず，医療費もかさむということで見
直しが行われている。考えてみれば当然である。生活
習慣による糖尿病は生活習慣の改善で対抗する。適度
な運動をして，食事に気をつけて，十分な睡眠をとっ
て，ストレスをコントロールする。一病息災という言
葉があるが，まさに糖尿病は一病息災の代表といえる。
血糖値に気をつけることで健康増進を促す可能性があ
ると私は考えている。
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